
院長 田辺 知宏

令和2年のご挨拶

　今年の十二支は子です。ねずみのように目標に向かって、フットワークよく

私たちは新たに成長していきます。

　当院は大きな変革期を迎えており、念願の増築棟は完成し、管理棟や保育

室等付帯施設もそれに伴い新築工事が始まりました。
　この病院のハードの充実に合わせて、これまでの医療体制の強化のほか、

透析センター、内視鏡センター、女性にやさしい健診センター、摂食・嚥下セン

ター等の新しいプロジェクトがすすんでいます。また、骨粗鬆症専門外来もおかげさまで15年目となり、

より拡大していきます。東川口病院でしかできない医療、また、社会や住民の方に親身になって対応でき

る医療を展開していきます。

　令和2年も様々な活動を通し、上尾中央医科グループの一員として、患者さんや地域の方々、職員にも

愛し愛される病院となるべく邁進していきます。何卒よろしくお願い申し上げます。
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インフルエンザ感染予防について

第２６回公開講座
昨年１１月に川口市戸塚公民館にて公開講座を開催しました。
今回は地域連携看護師会・高橋看護師より自分の最後をどう考える
か？自分らしく生きるためにはどうしたらよいか？を医療の視点からお話し
いただきました。

また二つ目の演題は当院内科部長秋月より高齢者の肺炎についての
お話をさせていただきました。
当日は約２００名の方に参加いただきました。
参加していただいたみなさまが少しでも肺炎予防の知識を高める事が出
来、自分自身の今後の生活を考えるきっかけを作れたならばこの会も成
功したのではないかと思います。今後も色々なテーマを題材に講演して
いけたらいいと思います。

インフルエンザは毎年必ず流行期がやってきます。お子さんであれば学校で出席停止
の子が出始め、場合によっては学級閉鎖や学年閉鎖にも繋がります。

大人であってもインフルエンザとなれば出勤停止などから、業務に支障が出るなど、社会
における影響力は非常に大きなものになります。日本で流行期といえば冬ですが、四季
の無い熱帯地域などでは雨季に流行しやすいなど、世界的にも流行期はあるようです。

それではインフルエンザウイルスから身を守るにはどうしたらいいでしょうか。当たり前のよう
なお答えですが、‘手洗いうがい’が重要です。ただし、健康な人が一生懸命予防を頑
張っても予防しきれるものではありません。インフルエンザと診断されれば、本人も周囲の人もより注意すると思います。

しかし、インフルエンザと診断される間に感染を広げている可能性が高いことを認識することと、認識させることが必要です。咳
やくしゃみは異物（ウイルスや細菌など）を外に出すための体の機能です。周囲の方で咳やくしゃみをしていて、マスクをしてない
人にはマスクをするよう促しましょう。そして、その人にこそ‘手洗いうがい’をしっかりしてもらいましょう。

地域連携室　島田

検査科　豊田



クリスマス会

医療安全発表会について
当院では患者様に対してより安全に、より良
い仕事ができるよう、各部署それぞれが病院
内で実際に起きた事例をもとに業務を改善
する案を出し合い、その内容や結果を報告
する医療安全発表会が年に一度行われて
います。

放射線科からは「金属をMRI室に入れない
ために」をテーマに、診療放射線技師同士
意見を出し合い考えました。
みなさんには馴染みが少ないかと思いますが、MRI検査は多くの情報を
もたらしてくれる反面、一歩間違えば人命を失ってしまうほどの危険性も
はらんでいます。そのため我々が事故を未然に防ぐことが大切であり、そ
のための対策や決まり事の重要性を、今回の発表を通して職員に知っ
てもらう事ができました。
他部署もどのような業務改善を行っているか知ることができ、また、発表
の仕方なども勉強になることが多く有意義な時間となりました。
これからも常に改善点を模索し、患者様が安心、安全な検査が出来るよ
うに努めていきたいと思います。

看護部　桑原

放射線科　岩下

12月20日、毎年恒例の回復期リハビリ病棟主催のクリスマス会を開催しました。リハビリ室の装飾を
行い、会場をクリスマス仕様とし雰囲気づくりから始めました。クリスマス会当日は、スタッフがサンタの衣
装やトナカイのカチューシャを身にまとい、クリスマス会を盛り上げました。
　プログラムでは、リハビリ有志による「ショートコント」、田辺院長率いるウクレレ部の演奏、リハビリ指導
でコグニサイズ（認知症予防で行われる、体と脳を鍛える運動）の体操を行いました。
　ショートコントでは、患者さんが笑顔になり、ウクレレ演奏では、全員で声や手拍子を行ってもらいながら盛り上がる事が出来まし
た。特に昨年のラグビーで注目された「ビクトリーロード」の演奏は素晴らしいものでした。
　コグニサイズでは、皆で一生懸命に体を動かし、少し間違いながらも笑顔で行えていたことが印象的でした。
　参加して頂いた、ウクレレ部の皆様、リハビリ有志の皆様、そして当日お手伝い頂きました皆様のおかげで、大盛況で終えること
が出来ました。入院中の患者様の良い思い出になってもらえればと思います。



令和2年1月4日現在【受付時間】　午前（9：00～13:00）　午後（14：00～17:30）
診療科 受付時間 月 火 水 木 金 土

内　科
午　前

外　科
消化器外科

脳神経外科

小 児 科

皮 膚 科

耳鼻咽喉科

循環器科

泌尿器科

整形外科

もの忘れ外来

骨粗鬆症外来
（予約制）

午　後

午　前

午　前

午　後

午　後

午　前

午　後

午　前

午　後

午　前

午　後

午　前

午　後

午　前

午　後

午　前

午　後

予防接種
（予約制）

13:00～16:30

15:00～16:30

（予約制）

14：00～16：30
予防接種

担当医

14：00～16：30
予防接種

14：00～16：30
予防接種

11：45受付終了12：00受付終了

１６:４５受付終了

9：30から診察
呼吸器外科 月１（予約制）

（予約制）

第4週
15：00から診察

2/4、
3/17休診

☆
救
急
対
応
、緊
急
手
術
等
で
や
む
を
得
ず
診
察
時
間
が
変
更
と
な
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

☆
お
電
話
で
の
診
察
予
約
、お
薬
の
ご
依
頼
は
お
受
け
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

☆
毎
週
火
曜
日
の
循
環
器
科（
橋
本D

r

）の
診
察
は
時
間
予
約
制
と
し
、新
患
の
み
随
時
受
付
し
ま
す
。

☆
各
診
療
科
の
担
当
医
師
に
つ
い
て
は
病
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
閲
覧
し
て
い
た
だ
く
か
、総
合
案
内
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

☆
そ
の
他
ご
不
明
な
点
等
に
つ
き
ま
し
て
は
総
合
案
内
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

☆
脳
神
経
外
科
は
2
月
4
日
、3
月
17
日
、は
休
診
と
な
り
ま
す
。

☆
※
真
野
医
師
の
診
療
は
都
合
に
よ
り
休
診
と
な
り
ま
す
。再
開
次
第
ご
連
絡
し
ま
す
。
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現在の病院DeArt

東川口病院理念

皆さんに愛し愛される病院となること
1.適切な医療を実践、提供し、患者様の健康のサポーターになります。
2.近隣医療機関と連携を密にとります。
3.働き甲斐のある職場を皆でつくります。
4.人材の育成の機会をつくり、活気のある病院になります。
5.健全経営を維持し、継続して良質な医療を提供できるようにします。

理
念
の
実
行
方
法

病院deART第八弾は恩田好子さんの作
品です。恩田さんは新聞、雑誌、書籍、児童書、PR誌、ムッ
クなどに挿絵、カット、イラストレーション、イラストル
ポ、イラストエッセイなどを寄稿しており、近年の主な画
題は「象徴的赤ずきん」で昔話の赤ずきんを、思春期の問
題を抱えた女の子の象徴として読み替える絵をたくさん
描いています。是非みなさんに素晴らしい作品を楽しん
でいただき、気
分をリフレッ
シュしていた
だければと思
います。

医療法人社団協友会 東川口病院
※東川口病院へのアクセス方法※
 ・ ＪＲ武蔵野線東川口駅下車 徒歩５分
 ・ 埼玉高速鉄道（南北線直通）東川口駅下車 徒歩５分

内科・消化器内科・呼吸器内科・循環器科・神経内科・整形外科
外科・消化器外科・呼吸器外科・脳神経外科・耳鼻咽喉科・小児科
皮膚科・泌尿器科・人工透析内科・麻酔科・リハビリテーション科

〒３３３－０８０１
埼玉県川口市東川口２－１０－８
TEL：０４８－２９５－１０００
FAX：０４８－２９５－５５０１
http:www.e-kawaguchi-hp.jp

携帯サイト・ＱＲコードから簡単アクセス！
当院Facebookもあります！ 是非ご利用ください。


